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見
果
て
ぬ
平
和 
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中
東
の
戦
後
７
５
年
（
三
十
三
） 

 

第
一
章 

民
族
主
義
と
社
会
主
義
の
う
ね
り
（
十
七
） 

 

三
十
三
．
イ
ス
ラ
エ
ル
独
立(
そ
の
四)

：
対
英
テ
ロ
活
動
を
経
て
つ
い
に
独
立
（
三―

三
） 

 

独
立
の
好
機
到
来
と
ば
か
り
ハ
ガ
ナ
ー
や
イ
ル
グ
ン
な
ど
は
対
英
・
対
ア
ラ
ブ
の

テ
ロ
活
動
を
強
化
し
た
。
ハ
ガ
ナ
ー
の
主
要
メ
ン
バ
ー
に
は
後
に
首
相
と
な
り
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
す
る
イ
ツ
ハ
ク
・
レ
ビ
ン
、
隻
眼
の
軍
人
と
し
て
数
々
の
武
勇

伝
を
持
つ
モ
シ
ェ
・
ダ
ヤ
ン
等
が
、
ま
た
イ
ル
グ
ン
に
は
こ
れ
も
首
相
に
な
っ
た
メ

ナ
ハ
ム
・
ベ
ギ
ン
が
い
た
。 

 
そ
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
英
国
の
委
任
統
治
終
了
の
日
に
独
立
を
宣
言
し
た
。
独

立
の
指
導
者
ベ
ン
・
グ
リ
オ
ン
は
こ
の
日
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
は
ユ
ダ
ヤ
人
誕
生
の

地
で
あ
る
」
と
言
う
書
き
出
し
に
始
ま
る
独
立
宣
言
を
読
み
上
げ
た
。
周
辺
ア
ラ
ブ

諸
国
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
独
立
を
認
め
ず
軍
事
介
入
に
踏
み
切
る
。
こ
れ
が
第
一
次
中

東
戦
争
で
あ
る
。 

 

１
９
４
９
年
三
月
、
紅
海
に
つ
な
が
る
ア
カ
バ
湾
の
最
奥
部
に
あ
る
港
町
エ
イ
ラ
ー
ト
も
戦
場
と
な
り
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
占
領
し
た
。

こ
の
時
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
近
く
の
ホ
テ
ル
の
シ
ー
ツ
に
青
い
イ
ン
ク
で
に
わ
か
づ
く
り
の
国
旗
を
作
り
港
に
掲
揚
し
た
。
こ
れ
が
「
イ
ン

ク
の
旗
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の
写
真
は
第
一
次
中
東
戦
争
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
今
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
そ
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れ
は
ま
さ
に
太
平
洋
戦
争
の
激
戦
地
硫
黄
島
で
米
軍
が
掲
げ
た
星
条
旗
の
写
真
と
う
り
二
つ
で
あ
る
。
こ
う
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
は
地
中
海

に
加
え
紅
海
側
に
も
出
口
を
確
保
し
た
の
で
あ
る
。 

  
同
じ
年
エ
イ
ラ
ー
ト
の
町
の
郊
外
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
農
家
ザ
ハ
ラ
家
に
男
の
子
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
戦
闘
で
は
ザ
ハ
ラ
家
は
戦
火

を
免
れ
細
々
と
で
は
あ
る
が
平
穏
な
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
そ
の
平
和
な
生
活
が
い
つ
ま
で
も
続
く
と
い
う
保
証
は

な
か
っ
た
。 
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